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　令和４年度　細田中学校だより　　 
-

 
感謝・自立・挑戦 -

 

「今日が楽しく 明日が待たれる学校」 １１月号 

１１月２１日（月）発行
 

          

 

 ■ 修学旅行 ！！ ■ 
　１０月３０日（日）から１１月１日（火）にかけて、３年ぶりに修学旅行（２，３年
合同）を実施いたしました。１日目は、朝６時に学校を出発し、新八代駅（熊本県）か
ら新幹線で広島へ。原爆ドームや平和記念館を観覧した後、一路京都へ。２日目は、京
都市内の観光名所をグループで見て回りました。３日目は、ＵＳＪ（ユニバーサルスタ
ジオジャパン）で楽しんだ後、飛行機で宮崎へ。夜の１９時３０分過ぎにバスで学校に
到着しました。新型コロナウィルス感染症対策によって、校外活動が制限されてきた生
徒たちにとって、公共機関（鉄道やバス等）の利用の仕方やマナー、集団生活でのルー
ルの学習など貴重な経験となったことでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ 参観日（合奏・合唱発表など）！！ ■　　 
　１１月１１日（金）は参観日でした。日南市小・中学校音楽大会で披露した『合奏「ひまわりの約束」（ア
ルトリコーダー）、合唱「この地球のどこかで」』や、これまでの「総合的な学習の時間」の成果発表を行い
ました。保護者をはじめ、校区内の３つの小学校から５，６年生を招待し、石灘細田地区青少協会長や民生
・児童委員の方々など多数の参観者を迎えました。 
　「総合的な学習の時間」の発表では、１学年は、職業調べと職場訪問の成果をクイズを取り混ぜながら、

楽しく発表してくれました。２学年はワンピースの寸
劇を披露したあと、職場体験学習で学んだことを各事
業所への感謝を交えながら、一人ひとり発表してくれ
ました。３学年は、修学旅行先の広島の平和学習に関
連して学んだことを、真剣に発表をしてくれました。
特に詩の群読は、厳かで迫力があり感動しました。 
                                                 

 ■ 生徒会役員選挙 ■   ■ 「造園」体験教室 ■ 
　１０月２１日（金）6校時に「立会演説会・生徒会 　　１０月３０日（日）に第１学年は、講師を招いて
役員選挙」を行いました。２学年２名以上、１学年１ 　「造園」の体験教室を行いました。長方形の植木鉢
名以上の立候補受付が告示されましたが、各学年とも 　に苔や苗木、石、流木などを植え込みました。生徒
ちょうど定数の立候補者が推薦され、承認投票となり 　だけでなく職員も夢中となり、普段なかなか体験で
ました。立会演説会では、立候補者は学校を今後こう 　きない貴重な活動となりました。 
していきたいなど公約を堂々と語ってくれました。  
　選挙の学習として、日南市選挙管理委員会から実際  
に使われる投票箱や記載台をお借りして投票を行いま  
した。結果は全員満票で承認され、以下の通り役職が  
決まりました。  

 
 
 

  ■ 県秋季体育大会 ■ 
　　１１月６日（日）に「宮崎県秋季体育大会ソフト
　テニス競技・陸上競技」が行われました。男子ソフ
　トテニスの杉田竜馬・村中（※鵜戸小中）ペアは、 
　２戦勝ってベスト１６入り。女子ソフトテニスの岩

　生徒会会長　　　２年　松岡　洸我さん 　元・河野巴南ペアは、善戦むなしく初戦敗退。陸上
　生徒会副会長　　１年　竹本かのんさん　 　競技の松岡洸我さんは１００ｍ決勝に残り、６位と
　書記・会計　　　２年　川越ほのかさん 　なりました。この結果を糧として、夏に向けてもう

　一回り成長して欲しいと思います。
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『どうすれば勉強ができるようになるのでしょうか？』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石原　敏博 
　 
　11月は、修学旅行、日南市音楽大会、参観日の発表と次々と行事に取り組
んできました。行事が一段落したと思ったら、次は期末テスト、さらに２年
生はみやざき学習状況調査、そして3年生はいよいよ本番の入試へと進んで
いきます。テストって本当に嫌ですよね。 
　みなさんは、『どうすれば勉強ができるようになるだろう（良い成績が取れ

るようになるのだろう）』と考えたことはありませんか？誰でも一度ぐらいあ
りますよね。私は、いつも考えていました。特に、どれだけ努力せずに、楽
して良い成績が取れないだろうかと必死で考えていました。そんなに必死に
なるのなら、その分勉強すればよかったのにと思われるでしょう。でも、それができないのが勉強というも
のですよね。当然勉強をしないのですから、なかなか実力が伴わないでいました。 

中学2年生になった時、私はU君という人と一緒のクラスになりました。彼は、学年でほぼトップの成績
をいつもとっていました。450名ぐらいいた同学年でのトップですから、その実力はすごいですよね。ある
テストの朝、私はいつものごとくあまり勉強せずにいたので、朝早く、少しは勉強しようと学校へ行きまし
た。するとU君も学校へ来ていました。出席番号が続きだったこともあり、既に仲良くなっていたので、ど
こが出そうか、彼に聞いてみました。すると自分のまとめたノートを見せてくれました。そのノートには、

これまでに習ったこと、ノートや教科書の内容を関連付けたもの、授業中に先生が言ったことなどが、きれ
いにまとめられていたのでした。朝のわずかな時間でしたが、彼のノートを使って勉強し、テストを受けま
した。結果は想像以上の得点が取れていました。味を占めた私は、次のテストも、その次のテストも同じ作
戦に出ました。しかし、さすがに3度目には、『おまえずるい』といわれてしまいました。人に時間をかけて
まとめさせておいて、それを利用して点数とるなんてずるいと言うわけです。さすがの私も次は自分でまと
めてみました。しかし、テストの結果はあまり芳しくありませんでした。なぜなら私には、重要な語句を見

つけ出す能力やそれらのつながりを考察してまとめる能力が付いていなかったからです。そこで私は、復習
するためのノートのまとめ方を考えました。先生が板書したことはもちろんノートをとりますが、先生がい
ったポイントをノートや教科書にメモ書きします。グラフや写真は印を付けておきます。それを利用してま
とめノートを作ることにしました。最初は上手くいきませんでしたが、慣れてくると本当のポイントが分か
ってきました。それと比例して成績も徐々に上がってきたのでした。また、こんなこともありました。病気

で1週間ほど学校を休んだことがありました。その間の授業のノートはありませんでしたが、いつものよう
にまとめのノートを作りました。そして、テストを受けたのです。結果は予想に反して惨憺たる結果でした。
授業は、効率よくポイントを押さえて教えてもらっているのだと言うことを改めて分かった瞬間でした。 

　大人になってからの勉強は、資格取得のためのものも、仕事の上でのプランをまと
めるものにしても、自らやる勉強であって他人が教えてくれるものではありません。

だからこそ、今のうちに勉強の仕方を学んでおかなければならないのです。よく、中
学校の勉強の大部分は社会に出てからは役に立たないという人がいます。確かに使わ
ない知識を勉強することも多いのかもしれません。しかし、知識を習得するために勉
強するだけではなく、どう取り組めば良いのか、どこを探せば解決方法が見つかるの
かなど、社会に出て役立つ勉強方法を学んでいるのだと言うことを覚えていて欲しい

なと思います。 
　私もこれから新たな世界に飛び出すための勉強をはじめます。みなさんも自分の未
来を広げるための自分に合った勉強方法を見つけてください。 

 
 
　■ １２月の主な行事予定 ■　 　■ １月の主な行事予定 ■ 
　　１日（木） みやざき学習状況調査（2年～2日） 　　１日（日） （祝）元日 
　　２日（金） 租税教室（3年） 　　６日（金） ３学期始業の日　※給食カット 
　　５日（月） 家庭教育学級「研修視察」 　　９日（月） （祝）成人の日 
　　９日（金） 新入生説明会 　１２日（木） 実力テスト（全学年～１３日） 
　１４日（水） 振替休業日（12月17日分） 　１３日（金） 避難訓練（火災想定）　英語検定 
　１７日（土） 参観日 弁当の日  　１８日（水） 食に関する集会 
               ロードレース大会 　１９日（木） １３歳のハローワーク（１年） 
　２１日（水） 全専・中央委員会                新春子どもの声を聴く会 
　２３日（金） 終業の日　※給食カット 　２４日（火） 私立高校入試事前指導（３年） 
　２６日（月） 冬季休業（～1月5日）  　２５日（水） 私立高校入試（～２６日）
               わかすぎ塾


